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　皆さん、もうご覧いただきましたか？南丹らしさ発見
物語～「市民協働のススメ」～。９月29日からなんたん
テレビで放映を開始しています。番組の内容は、南丹市
市民提案型まちづくり活動支援交付金を活用して市内で
活動を進めていただいている市民団体などの紹介や取り
組みなどを分かりやすく紹介するものです。
　また、その番組のレポーターには南丹市在住の学生の
皆さんに登場してもらい、市民レポーターとして学生の
目線で質問を投げ掛けています。
　また、取り組みによっては飛び入り参加をしたり、体
験をしたりと番組から楽しさが伝わってくることと思い
ます。
　ぜひ一度番組をご覧ください。南丹市のホームページ
からもご覧いただけます。

　皆さんこんにちは、地域振興課協働推進係です。このコーナーでは市民協働・市民参加に関するさま
ざまな情報を市民の皆さんにお届けします。今回は、先日からなんたんテレビで放映の南丹市らしさ発
見物語「市民協働のススメ」についてご紹介します。

市内のさまざまな取り組みを分かりやすくお伝えします

市民参加と協働の推進に関することは　地域振興課　0771－68－0019まで
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　南丹らしさ発見物語「市民協働のススメ」　なんたんテレビで　毎月第２木曜日から１週間放映

　９月１日から９月30日までの間に募集を行っていた平成23年度南丹市市民提案型まちづくり活動支援
交付金後期分については、新たに７件の提案をいただきました。10月４日に開催した審査会の結果、全
事業の実施が決定しました。

■南丹☆学生の祭典2011～つなごう南丹、がんばろうニッポン～（マイサウンドプロデュース）
　　学生同士の交流や、学生と地域との交流を促進し、「学生のまち」としての活性化を図る。
■殿田の大火から学ぶ・災害に強いまちづくり（殿田区）
　　70年前の大火に関する情報を整理し、防災情報とともに展示する。また、記念講演も開催し防
災意識の向上を図る。

■2011八木ロックフェスティバルVol.2（歌聴風月実行委員会）
　　地域・年代を超えた交流の場を設け、そのイベントを通して自然環境や大堰川のよさをアピー
ルする。

　南丹市市民提案型まちづくり活動支援交付金（後期募集分）の実施事業内容

　自由提案型

■景観を活かしたまちづくり（宮島振興会）
　　美山エリアの観光資源である、豊かな自然や、かやぶき屋根の民家の保全、保護活動を北集落
に学び、地域に定着させ地域の振興を図る。

■公園・緑地保全の維持管理活動高齢者集落活性化対策（百日紅の里･福居）
　　登山道の道しるべの役割を果たしている百日紅公園の管理を中心として、大学との連携や地域
間の交流を図る。

■桜で地域をつなごう（生畑開発委員会）
　 「桜で地域をつなごう」を合言葉に生畑地域から桜の植樹を行う。目指すは生畑千本桜！
■陶工の郷・美山陶芸体験プロジェクト（ＮＰＯ法人 美山里山舎･壬生京町家）
　　NPO法人美山里山舎のゲストハウスを拠点に、陶芸体験を主軸としたワークショップを開催
し、美山の魅力を発信していく。

　課題設定型

▲八木小学校での取り組みを撮影する撮影クルー
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　「国民文化祭・京都2011」は、10月29日（土）から11月6日
（日）までの期間に、京都府内すべての市町村で約70にも及ぶイベン
トが開催されました。南丹市では、9日間の期間を通して、大人から子
どもまで、そしてアマチュアからプロまで、さまざまな立場で「ものづ
くり」に携わる皆さんの多くの作品展示と、各種イベントを実施しました。

▲9月17日（土）には、美術展「工芸」の審査会が開催されました

▲創立65周年を記念する京都工芸美術作家協会展～今日から明
日へ～が開催されました

▲府立農芸高校、北桑田高校の生徒の皆さんによるモニュメント
が、園部駅西口で来訪者をお迎えしました

▲工房と里の秋めぐり「里の秋マップ」




